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中学校区 登録者数 
第二中 １２７ 
第三中   １８５ 
第四中   １８２ 
第五中 １９５ 
第七中 １３５ 

はすはな中 １４９ 
企業等 １２８ 

その他・市職員 １００ 

合 計 １，２０１ 

【校区別応援団登録者数】 

（令和元年7月2日現在） 

【事例件数】 

ケース数 

124件 

応援団員 

67件 

学校 

49件 

その他 

8件 

半数以上が応援
団員の皆さんか
らの報告です！ 

● 応援団員の活動が子どもを助けるきっかけに！ 

 平成29年10月の事業開始から多くの方に子どもの未来応援団として活動い
ただいています。 
 令和元年7月初旬までに市が応援団員の皆様からいただいた情報は67件と
報告事例全体（124件）の半数以上となっています。 

 事例の中には、子どもや家庭の支援や見守りへとつながり、事態が好転し
たケースも多々あります。 
 応援団員の皆様には今後ともご助力くださいますようお願いいたします。 

● 四中校区連絡会を開催しました！ 
    ～声かけ実演で見守りのヒントを～ 

 令和元年6月20日（木）、第四中学校で開催。 

 ペアとなった相手から聞き取った内容を周りの
人に紹介する「他己紹介」や場面を想定した子
どもへの声かけシミュレーションをしました。 

 声かけシミュレーションでは、話し合った内容
を実演で発表。どの発表も役になりきっていて、
笑いの起こるかけあいを見せました。 

 話し合いや発表の中で、子どもへ声かけをす
る際に気を付けなければならないことなど、
様々な視点から意見が飛び出しました。 

声かけのポイント ③子どもの行動から話しかける話題を作る 

①子どもの様子（表情や見かける時間帯など）を見る ④安心感を持たせる話し方や表情をする 

②挨拶や話しかけた時の子どもの反応を見る ⑤子どもの未来応援団員であることを伝える 



● 企業の皆様とも連携しています 

7月9日（火）から、門真市庁舎の本館１階にガ

ラスケのデザインがラッピングされた「情報発
信ベンダー」が設置されました！ 

子どもや保護者に向けた情報をインター
ネットテレビで発信しています。 

毎回門真市の職員や応援団として活躍して
いる人などが出演！皆さんの知っている人
も出演しているかも。 

次回の放送は7月25日（木） 正午！ 

内容は「きゅうしょくのギモン？」や応援団員
の紹介などです。ぜひチェックしてください。 

【これまでの放送内容】 
○門真で広がる子どもの居場所「宿題カフェ」 
○ひよこテラスに遊びに行こう！ 
○地域で活動する「子どもの未来応援団員」の紹介 
○その他、行政情報など 
※過去の放送はインターネットで見ることができます 

【チャンネルの視聴方法】 
・パソコンでの視聴 → 門真市ホームページ下部のバナーから視聴 
・スマホやタブレットでの視聴 → 右のQRコードを読み取って視聴 

インターネットテレビ「子どもの未来応援チャンネル」を開設    
（ＦＣ大阪と連携） 

市庁舎に「情報発信ベンダー」を設置   
（ダイドードリンコ株式会社と連携） 

音声で子どもの未来応援ネットワーク事業に
ついて紹介するほか、売上の一部が同事業
の支援のためにダイドードリンコ株式会社から
寄附されます。 

宮本市長が設置後、初めての購入者に。 



● 宿題カフェで子どもたちを見守りませんか 

【問い合わせ先（主催者）】 
ＮＰＯ法人 トイボックス 
 「ルミエールホール・中塚荘 指定管理者」 
担当：別府   電話：06－6907-8101   mail：beppu@npotoybox.jp 

  実 施 場 所 開催曜日 住  所 校 区 

１ 市立市民交流会館 中塚荘 金 月出町11－１ 門真みらい小 

２ パティスリーエルブランシュ 水 石原町１－１ 門真みらい小 

３ ハッピービーンズカフェ 火 常盤町７－８ 大和田小 

４ イオン古川橋駅前店 木 末広町41－２ 速見小 

５ 門真市役所 水 中町１－１ 門真みらい小・門真小 

６ レーヴマルシェ 木 宮野町3-10 古川橋小 

７ 弁天池公園管理事務所 月 岸和田1-8-2 四宮小 

８ パオーン・ザ・カリー 金 末広町38-31 速見小 

９ ドラッグストアアカカベ門真江端店 水 東江端町10-36 東小 

  宿題カフェは地域のお店等が開催しているので、お店
の方と子ども達との距離が近く、万が一の緊急時にも子ど
も達が駆け込みやすい雰囲気ができています。 

 私自身、普段の暮らしの中では子ども達と関わることが
少なかったのですが、宿題カフェで顔見知りになった子が
道で出会った時ににっこりと笑ってくれたり、お互いに挨拶
を交わすようになり、子ども達との距離が近くなったと感じ
ています。また、会話する中で気になる子を発見し、子ども
の未来応援チームに連絡することもありました。 
 みなさんも応援団員として是非、参加してみてください。 

子どもたちとの距離
が近くなりますよ！ 

宿題カフェをお手伝いしてい
る大澤法子さん 

～宿題カフェを手伝ってみて～ 
子どもの未来応援団員 
大澤 法子さん 

宿題カフェに関心がある方は下記の問い合わせ先にご連絡ください。 

６月26日 ドラッグストアアカカベ門真江端店 
でも初開催！！ 

９人の子どもたちが → 
 参加してくれました 

興味のある方、お手伝いしたい方は 
お気軽にご連絡ください。 



● 情報誌の受け取りやご意見はメールでも！ 
 

  「子どもの未来応援ネットワーク事業情報誌」は、応援団員の皆様へ郵送のほか、ご
希望の方にメールで配布させていただいています。 

 メールでの配信をご希望の方は、下記のアドレスへ件名を「応援団員」としたうえで、
メール本文に氏名と住所を入力し、送信してください。 

 また、情報誌についてのご意見も受け付けています。「この記事がよかった」「こんな情
報を載せてほしい」「これは読みづらかった」などのご意見をいただけると、情報誌の改
善に役立ちますので、ぜひ、ご意見をお寄せください。 

 ご意見はメールでなくても、子どもの未来応援チームへのお電話でも受け付けていま
す。 

門真市子どもの未来応援チーム メールアドレス  
 kadomamirai@city.kadoma.osaka.jp 

● 応援団員養成出張研修を実施中 
  
 地域における多くの見守りの目を確保するため、地域の集まりや各種団体の会議等
に赴く「出張研修」を実施しています。 

 皆さんの周りで応援団員として活動することを希望する方がいましたら、こども政策課
までお問い合わせください。 
 
お問い合わせの際は下記の内容をお尋ねします。 
①希望日時 （２～３候補日時） 
②実施会場 （依頼者様でご準備ください） 
③参加人数 （10名以上が望ましいですが、少数でもご相談に応じます。） 

申込先  子どもの未来応援チーム   ☎06-6902-6098 

● ケース事例について 

進捗内容 経済的支援へとつなぎ、保護者と人間関係を構築した例 

チームの対応 

 複数の子どもを養育するひとり親家庭で経済的に困窮している
中、手続き等の不備により就学援助を受給していないことがわ
かったため、推進員と学校が協力し、就学援助受給までのサ
ポートを行った。 

 また、これをきっかけに保護者と推進員の人間関係が構築され、
保護者から「子どもの学習面に関して不安がある。」との悩みが
打ち明けられたため、子どもの学力の向上を支援するために学
習支援事業へつなげる対応を進めている。 



令和元年度 
子どもの未来応援団員スキルアップ研修 

  【開催日時】  令和元年８月２３日（金曜日） 午前１０時～１２時 
 
  【会   場】  文化会館１階ホール 
 
  【定   員】  40名 
 
  【内   容】  いろいろな見守り方 
             １、宿題カフェでの見守り ＮＰＯ法人トイボックス 
             ２、ワークショップ 
               やってみよう！「たかが声かけ、されど声かけ」みんなの声かけ 

 
  【申込方法】  令和元年８月１６日までに下記の申込先にお電話ください。 
 
  【申込先】   子どもの未来応援チーム    
         電話 0 6 - 6 9 0 2 - 6 0 9 8  


